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佐賀県立佐賀工業高等学校 総務部発行 第３７０号（２０２３年６月） 

県高校総体が終わりました。また、高校生ものづくりコンテスト佐賀大会、高校生

溶接技術競技大会と大きな大会が次々と迫っています。総体同様、日々の練習の成果

を十分発揮し、後悔の無いよう精一杯頑張ってください。九州総体また、全国高等学

校総合体育大会（インターハイ）等での活躍を期待しております。 

 

 4 月 27 日（木）国語科の田中律子先生が、ご逝去されました。突然の出来事に職員一同、また全校生

徒が悲しみの気持ちを抱くことになりました。田中先生は今年の 4 月に佐賀工業に赴任され、国語の授

業が始まって間もない時の出来事でした。就職や進学などの豊富な経験を活かし、進路指導の先生として

これから力を発揮していただく先生でした。 

 田中先生のお人柄などを紹介いたします。田中先生は、音楽鑑賞がお好きでロックからクラシックまで

幅広く精直されていました。また、料理が上手な方でした。そして、生徒の皆さんに対しては、相手を尊

重し、とにかく優しいという印象があります。赴任されたどの学校でも、学校生活に慣れない生徒には特

に気づかってよく声をかけていらっしゃいました。どの生徒に対しても、「自分の人生を大事にしてほし

い」という思いを持ち、一人ひとりを心から応援される方でした。 

田中先生は 27 日間という短い時間ではあったものの、確かにその期間をこの佐賀工業で、そして「温

かいまなざし」をしっかりと皆さんに向けていらっしゃったのだろうと思います。あまりにも短い時間で

あったため、直接、田中先生と関りがあった生徒は少ないかもしれませんが関りがあった人もなかった人

も「温かいまなざし」を持った人がいらっしゃったことを心に刻み、記憶に残していただけたらと思いま

す。 

 田中律子先生の、在りし日のお姿をしのびつつ、安らかなご永眠をお祈り申し上げます。 

 

4 月 30 日（日）情報システム科 3 年の市丸陽太さんが、ご逝去されました。全職員、また全校生徒が

悲しみの気持ちを抱くことになりました。情報システム科 3 年生のクラス全員がお通夜・ご葬儀に参列

し、最後のお別れをしました。そこで、生徒を代表して２名の生徒に弔辞を読んでいただきました。 

 

田中律子先生 

市丸陽太さん 
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情報システム科 3 年 N さん 

「陽太くんは、誠実で、友達思いで、とても話しやすく、頼りになる、とても良い友達でした。文化祭

などの時には、率先して出し物を作ってくれました。ロボット研究部では、多くの時間を費やしものづく

りに興味を持ち、コンテストに向け、一生懸命頑張っていました。成績優秀で、掃除は丁寧で、専門の資

格取得に精を尽くし、自分のペースで過ごすことができる理想的な人でした。そして、いつも周りを明る

く照らし、優しさや温かさで溢れている人でした。私たちは、一緒に卒業を迎えたい。そんな思いで毎日

を過ごしていましたし、陽太くんも懸命に頑張ったと思います。陽太くんがいなくなった今、私たちのク

ラスに大きな穴が空いた感じです。しかし、陽太くんの前向きな気持ちや最後まで自分らしく生きようと

したことを、私たちがしっかりと受け止め、前に進んでいきます。最後に陽太くんに対して感謝の気持ち

を述べたいと思います。 陽太くん、ありがとう」 

 

情報システム科 3 年 O さん 

「大切な友に、ここで別れの言葉を告げなければいけない現実を、私はまだ受け入れることが出来てい

ません。いつも明るくて、優しくて、私たちの太陽のような存在でした。どうしてあなたみたいな人とお

別れをしなければならないのでしょう。高校に入学してすぐの頃、人見知りでクラスになじめていなかっ

た私に声をかけてくれた事を覚えていますか。少しの時間だったけど、陽太のおかげで不安が晴れて、そ

の日から学校が楽しくなりました。自然に周りのみんなを笑顔にできて、いつも楽しそうで、みんながで

きない事を当たり前にやる陽太は、私たちにとって欠かせない存在だったよ。陽太の優しい笑顔が見れな

いと思うと、悲しくてたまりません。陽太のあの笑顔に、あの優しさに、何人の人が助けられたことでし

ょう。沢山のものを残してくれてありがとう。陽太みたいに優しくて、強い人になれるように頑張るか

ら、見守っていてね。かけがえのない時間をありがとう。」 

学校生活を共に過ごしてきた生徒の熱く深い思いが語られていました。安らかなご永眠をお祈り申し

上げます。 

 

 

 5 月 10 日（水）佐賀県立佐賀工業高等学校は創立 125 周年を迎えました。佐賀工業の歴史と文化は今

でも現代に引き継がれています。55 年前の佐賀工業の卒業生でもあり、同窓会長を務められております

富﨑三郎様にお越しいただき、その思いを語っていただきました。富﨑会長は採鉱冶金科に所属されてお

り、当時の授業の在り方やどのような授業だったのかを話されまし

た。 

 また、生徒の皆さんは「日本または世界を導く人材になってほし

い」と激励の言葉をいただきました。さらに学校生活を送るうえで大

切にしてほしいこととして、K（基礎）K（基本）D（度胸）の 3 つ

が大切だということを話されました。 

 話の最後には吉田松陰の「辞世」という詩吟を披露していただきま

した。力強い歌声で心に響きました。 

開校式 創立 125周年 
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5 月 19 日（金）に高校総体・ものづくりコンテストの壮行式が行われました。高校総体出場部活動 13

部、ものづくりコンテスト出場部活動 5 部となっています。 

壮行式に先立ち、同窓会副会長の酒見紀代子様から激励のお言葉と激励金をいただきました。大勢の

方々からの応援がされていることが実感できたと思います。いろいろな方に感謝の気持ちを忘れず、高校

総体・ものづくりコンテストの大会までしっかりと部活動に励んでください。 

校長先生から「コロナも落ち着き、相手の表情を見ながらコミュニケーションを取るができるようにな

っています。困難な状況になっても絶対に勝つという強いメンタルを持ち、感謝の気持ちを忘れないこと

が大切です。去年の実績を超えるように精一杯頑張ってください。」と激励のお言葉をいただきました。

そして、生徒会長の松尾将弥さんから「今までの練習の成果を十分に発揮し、佐賀工業の代表として一生

懸命頑張ってください」という激励のお言葉がありました。全選手を代表して、卓球部主将の機械システ

ム科 3 年の高木光さんが選手宣誓をしました。3 年生は高校生最後の大会となります。後悔の無いよう、

精一杯頑張ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 47 回佐賀県空手道選手権大会 

少年男子形個人戦 第 3 位 Ｍ２ 横田 怜大 

         第 3 位 Ｉ２ 亀川 英汰 

 

令和 5 年度 第 10 回全国高等学校７人制ラグビー

フットボール大会 

 

優勝    代表    Ｋ３ 大和 哲将 

 

第 35 回佐賀県高等学校生徒バドミントン競技 

春季大会 

 

 

第 77 回小城観桜大会、第 68 回全九州 

バレーボール総合選手権大会佐賀県予選 

 

第 3 位  代表  Ｍ３ 中尾 杏平 

 

第 78 回佐賀県陸上競技選手権大会 

 

男子走幅跳     第 2 位 Ｉ２ 八並 大飛 

男子 100m ハードル 第 2 位 Ｍ２ 森元 陽向 

第 3 位 Ａ２ 古賀 元章 

男子少年 B100m   第 2 位 Ｅ１ 北村 虹翔 

男子円盤投     第 1 位 Ｍ３ 西 康希 

第 2 位 Ｋ３  坂本 燎亮 

第 3 位 Ｋ３  中野 真太朗 

 Ｉ３  野田 春翔 

高校総体・ものづくりコンテスト壮行式 

 

表彰   （M:機械科 K:機械システム科 E:電気科 C:電子科 I:情報システム科 A:建築科） 
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6月行事予定 

所在地 〒840-0841　佐賀市緑小路１－１

TEL　0952-24-4356

FAX　0952-25-7043

（ホームページ）　

  https://www.education.saga.jp/hp/sagakougyoukoukou/

佐賀県立佐賀工業高等学校
編集後記 NT 

季節の変わり目で、体調管理が難しくなっていま

す。皆さん体調管理を心がけてほしいと思います。

この時期は佐賀県高校総体また九州総体、インター

ハイに向けて部活に熱中していたことを思い出し

ます。汗を流し、涙を流しながら部活動に励んでい

たことを思うと青春を感じました。 

日 曜 行事予定

1 木

2 金 佐高P連定期総会

3 土

4 日

5 月 学力診断テスト（3年）基礎学力テスト（1・2年）

6 火 工場・現場・大学見学（全学年）

7 水

8 木 火曜校時

9 金 機械製図検定（1次）　眼科検診（全学年）

10 土 第21回ものづくりコンテスト佐賀県大会

11 日 2級建築施工管理技術検定　第一次試験

12 月

13 火 耳鼻科検診（1，2，3年対象者）

14 水

15 木

16 金 計算技術検定

17 土 第8回高校生溶接技術競技会佐賀県大会

18 日

19 月

20 火

21 水

22 木 期末考査

23 金

24 土

25 日

26 月

27 火

28 水

29 木

30 金 機械製図検定（2次）


